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＊ 編 集 後 記 ＊

ＩＧＳ日本支部編集委員会(名簿)

IＧＳ日本支部会員現在数（2022年7月末現在）

個人会員 198名 学生会員 7名 特別会員 18社 合計 223名

令和 4 年 7 月25日
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埼玉大学 工学部 環境社会デザイン学科 内村研究室内
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委 員 長 木幡 行宏 室蘭工業大学大学院 工学研究科

幹 事 西村 淳 三井化学産資(株) 事業本部

幹 事 桝尾 孝之 大嘉産業（株）産業資材事業部 開発部

委 員 江崎 孝二 ユニチカ（株）不識布事業本部

委 員 内村 太郎 埼玉大学大学院理工学研究科

委 員 小浪 岳治 岡三リビック(株) 研究開発部門

委 員 高橋 真一 (株)大林組 技術研究所

委 員 竹本 慎一 (株)クラレ 繊維カンパニー

委 員 土橋 和敬 前田工繊（株）環境資材事業本部

委 員 角田 晋相 (株)錢高組 技術本部技術研究所

委 員 藤城 裕也 太陽工業(株) 国土事業本部

委 員 山中 光一 日本大学 理工学部

本号は、特集「防災技術に使われる水辺のジオシンセティックス」して編集致しました。展望では

「河川堤防におけるジオシンセティックス活用の技術的期待」と題して、山口大学・森先生に展望を

ご執筆頂きました。また関連する５編の技術報文を投稿いただきました。各内容とも貴重な実験およ

び検討を行った結果が報告されておりますので、ぜひご一読いただきたいと思います。

近年、激甚的な集中豪雨による洪水の発生、河川堤防の決壊や越水、防波堤の被災が多発しており

ます。本特集号が、河川や海岸周辺の防災や減災、また発災後の復旧対策の検討に役立てば幸甚です。

末筆となりましたが、ご多忙の中原稿執筆を快諾頂いた方々、編集にご協力頂いた皆様に心より感

謝し、御礼申し上げます。

本号担当：竹本 慎一、内村 太郎、土橋 和敬
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